避難されている方、ボランティアの方々へ

これから注意が必要な感染症について
感染症は、避難所などの集団生活の場では流行しやすいので、以下の点に注意して自分及び他者への感染拡大防止に気をつけましょう
１　流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）　

近年、県内における患者数が増加傾向にあります。今年は６年ぶりの流行の年と予想されますので、注意が必要です。
【症状】

○2～3週間の潜伏期（平均18 日前後）を経て、唾液腺の腫脹・圧痛、嚥下痛、
発熱を主症状として発症し、通常1 ～2週間で軽快します。
○最も多い合併症は髄膜炎です。その他、髄膜脳炎、睾丸炎、卵巣炎、難聴、膵
炎などを認める場合があります。
【感染経路】

〇主な感染経路は、接触、あるいは飛沫感染で、その感染力はかなり強いと言わ

れています。ただし、感染しても症状が現れない不顕性感染も３割程度みられ

るといわれています。

【予防法】

　　〇唯一の予防法はワクチン接種ですが、任意接種となっているため、接種に　　　ついてはかかりつけ医に相談しましょう。
２　水痘（みずぼうそう）　

平成２６年１０月に水痘ワクチンによる予防接種が予防接種法に基づく定期予防接種となったため、患者数は減少傾向にあります。しかし、感染力が強いという特徴があるため注意が必要です。

【症状】

〇水痘は麻疹と並んで感染力が極めて強く、水痘に対する免疫がなければ感染後2週間程度の潜伏期間を経て発疹が出現します。
○特徴的なのは全身性の発疹であり、この発疹は最初に頭皮、次いで体幹、四肢の順に出現しますが、体幹部の発疹数が最も多くなります。発疹は通常かゆみを伴っており、紅斑→丘疹→水疱→痂皮へと変化していきます。
【予防法】

　 〇予防接種法に基づき、生後１２月から３６月に至るまでの間にある方は３か月

以上の間隔を空けて２回接種を受けられますので、早めに受けましょう。
３　その他　
体調に異常を感じたら、早めに医師等に相談するようにしましょう。
連絡先：熊本県健康危機管理課 096-333-2240
